
【取組内容】

岩沼市立岩沼小学校

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実を図る指導「方法選択型探究学習」

岩沼小学校では、子供が主語となる授業を目指して、「方法選択型探究学習」という指導法を構築した。「方法

選択型」とは、教科書・web検索・動画等の教材、個人・ペア・グループなどの学習形態、学習ペース、対話、表現な

どの学習方略から、自分で適したものを選択・調整して学ぶことを表す。「探究」とは、ただ調べるだけではなく、獲

得した知識を自分なりに整理・分析し、それを言語化して他者にアウトプットするまでを意味合いとしている。

私たちはこの指導法に馴染みを持てるよう『IndiviFLIS（インディビフリス）』と名付けた。児童にこの学習スタイ

ルの趣旨を説明し、イメージの共有を図ったところ、この授業に親しみを込めて「インディビ学習」と呼び、楽しみなが

ら学習に取り組んでいる。

子供たちが将来生きる社会の姿を鑑み、方法選択型探究学習ではアウトプット場面を最重要視している。



【取組内容】

岩沼市立岩沼小学校

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

方法選択型探究学習は2段階構成であることにポイントがある。子供が主体的・対話的に学びを進める場面を1段階目、教

師による発問によってさらに学びを深める場面を2段階目と位置付けており、2段階目において子供は得た知識を活用しなが

ら思考していく。自ら獲得した知識があるからこそ、思考の拠り所があり、友達との議論も活性化する。教師の力で「深い学び」

へと導いていく段階とも言える。

単元内自由進度学習は、自律的に学ぶ子どもの育成に関して大きな成果が得られるが、反面、内容定着に個人差が生じる。

一方で方法選択型探究学習は自律的に学ぶ資質・能力に刺激を与えつつ、教師の力で深い学びへ導くことで内容理解を深

めることができると考える。従来の一斉指導の形態を保つこの学習スタイルは、新しい授業観への転換のスモールステップにも

成り得ると考える。

個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実を図る指導「方法選択型探究学習」



【取組内容】

岩沼市立岩沼小学校

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

インターネット上にある学習動画サイトは、非常に分かりやすい反面、子供に思考させたい場面で答えまで解説してしま

うケースがよくある。しかし、スライド作成アプリを使えば、自分の意図した部分までの動画が作成でき、さらにクラウド上に

アップロードすることで、子供の教材選択の幅が広がることや対話の材料、家庭での活用を含め、いつでもどこでも視聴

することができることに強みがあり、多岐に渡って活用することができる。

音声入り発表機能等を用いたオリジナル動画教材をクラウドにアップ



【取組内容】 岩沼小学校リーディングDX特設サイトの開設と公開学習会の開催

岩沼市立岩沼小学校

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

本校では、リーディングDXスクール事業2年目の努力目標として「取組の外部発信」と「家庭とのDX連携」を設定した。

取組の外部発信については、リーディングDXスクール特設サイトを作成し、2年間のDXの取組を発信している。このサイト

は6ページ構成になっており、項目毎に取組がまとめられている。

また、令和6年12月12日に公開学習会を行った。当日は県内外から約180名の方々にご来場いただき、大盛況のうち

に終えることができた。公開学習会後も、本校の取組に関心を寄せる多くの方々から視察のご要望をいただいている。

岩沼小学校リーディングDX特設サイトによる発信
公開学習会による発信



【取組内容】 保護者とのDXを通した連携の深まり

岩沼市立岩沼小学校

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

リーディングDXスクール事業2年目の努力目標「家庭とのDX連携」の取組として、質問フォームを利用した避難訓練

を実施した。メール配信システムを活用し、配信メールにフォームリンクを挿入した。リハーサルにおいて78％の保護者回

答率があり、避難訓練当日もフォーム回答に沿った対応をすることができた。

また、学級便りの中に保護者向けのアンケートフォームを取り入れ、子供の取組にコメントをいただいたり、教科の学習

で活用するアンケートに答えていただいたりと多岐に渡る活用で、保護者とのつながりを深めることができた。



【取組内容】 自由選択型家庭学習の実施に向けたオリジナル動画配信

岩沼市立岩沼小学校

様式Ⅰ-6

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

自律した学び手を育てる観点から、授業だけではなく、家庭学習においても自律した学びを行う必要があると考え、自分

で勉強内容を決めて学ぶ「自由選択型家庭学習 岩小ホームスタディー」を実施した。対象は５・６年生である。この取組を

実施するには、保護者と児童の理解が必要不可欠である。そのため、児童には対面によるガイダンスを実施した。保護者に

対しては、教師による解説動画をクラウド上にアップロードし、各自視聴してもらうことで趣旨説明を行った。



【取組内容】

岩沼市立岩沼小学校

様式Ⅰ-7

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

自由選択型家庭学習の「岩小ホームスタディー」では、スプレッドシートのプルダウンセルを共同編集することで、家庭学習の記

録を取っている。記録したデータは、生成AIを用いることで容易にグラフ化することができ、児童に対し即時返却をすることができ

る。これにより、児童は自分がどのような学び方をしているのか客観視することができるため、メタ認知能力の向上にもつなげられ

ると考える。また、友達とグラフを見合うことが他者参照につながり、保護者に対して児童自身にグラフを用いた説明をさせている。

共同編集による家庭学習の記録をもとにメタ認知を向上



【取組内容】

岩沼市立岩沼小学校

様式Ⅰ-8

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

汎用ソフトウェアを活用し、クラウド上で月報・週報を管理することで、職員はいつでもどこでも予定を確認することができるよう

になった。また、生成AIを用いることによって、ソフトウェア同士を結び付けるプログラミングを作成することができ、職員室には常

に最新の情報が掲示されるようになった。

生成AIが作成したプログラムリアルタイム更新のデジタル行事黒板デジタル週報・月報

クラウドアプリと生成AIを連動させた校務コンテンツ



【取組内容】

岩沼市立岩沼小学校

様式Ⅰ-9

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

授業時数、年間行事予定、時数カウント表、月報・週報は、これまで別々の表計算ソフトで作成していたため、シート間の整合性

や引き継ぎ時の煩雑さなどがあった。汎用クラウドソフトウェアによる一括管理に切り替えを行ったことで、1カ所のタブ内を編集

することですべてのタブに変更が関連付けられるようになった。

余剰時数の調整に関しても一括管理を生かすことで削減につながり、教員の働き方改革にも大きく貢献した。

１ヶ月の行事予定時数カウント表年間授業時数計算表

教務主任業務の一括管理コンテンツの設計・運用


